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院
政
期
の
天
皇
前
世
説
話
に
つ
い
て

伊

藤

翔

太

は
じ
め
に

⽛
天
皇
前
世
説
話
⽜
と
は
、
文
字
通
り
天
皇
の
前
世
の
人
物
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
説
話
を
指
す
。
こ
こ
で
い
う
⽛
前
世
⽜
と
は
、
仏
教
に
お

け
る
輪
廻
の
思
想
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
思
想
を
確
認
し
て
お
く
と
、
仏
教
で
は
す
べ
て
の
衆
生
は
輪
廻
思
想
に
も
と
づ
き
、
天
・

人
・
畜
生
・
餓
鬼
・
地
獄
の
五
道
、
な
い
し
は
そ
こ
に
阿
修
羅
を
加
え
た
六
道
と
い
う
迷
い
の
世
界
で
生
死
を
繰
り
返
す
と
さ
れ
る
。
そ
こ

で
は
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
る
以
前
の
世
を
前
世
と
い
い
、
ま
た
、
現
在
の
世
を
現
世
、
そ
の
死
後
次
に
生
ま
れ
る
世
を
来
世
と
い
う
。
中
世

で
は
天
皇
に
関
し
て
も
因
果
と
輪
廻
の
法
則
と
は
無
関
係
で
は
な
く
、
前
世
の
人
物
や
来
世
の
問
題
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
天
皇
を
輪
廻
内
の
存
在
と
す
る
語
り
は
、
そ
の
存
在
を
相
対
化
す
る
よ
う
な
言
説
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
天
皇

は
、
こ
の
世
に
天
孫
降
臨
し
た
存
在
と
さ
れ
、
神
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
天
皇
と
な
り
得
て
い
た
。
ま
た
、
律
令
体
制
に
お
い
て
法
を

超
越
し
、
権
威
と
権
力
を
併
せ
も
っ
た
究
極
的
権
威
と
も
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
（
⚑
）。
だ
と
す
れ
ば
、
仏
教
の
輪
廻
の
世
界

に
と
り
こ
め
る
よ
う
な
天
皇
の
前
世
や
来
世
に
関
す
る
語
り
は
、
律
令
制
確
立
以
前
の
天
皇
に
対
し
て
は
存
在
し
得
な
か
っ
た
も
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
は
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
天
皇
の
前
世
説
話
を
と
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
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天
皇
の
前
世
や
来
世
に
関
す
る
説
話
に
つ
い
て
、
従
来
主
に
注
目
さ
れ
て
き
た
の
は
、
天
皇
の
罪
業
や
往
生
に
つ
い
て
の
説
話
で
あ
っ
た
（
⚒
）。

一
方
で
前
世
説
話
は
、
管
見
の
限
り
、
聖
武
天
皇
、
嵯
峨
天
皇
（
⚓
）、
清
和
天
皇
、
宇
多
天
皇
（
⚔
）、
花
山
天
皇
（
⚕
）、
後
白
河
天
皇
（
⚖
）、
四
条
天
皇
（
⚗
）の
七
人

の
説
話
を
見
出
し
お
り
、
あ
る
程
度
の
展
開
が
み
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
説
話
は
先
行
研
究
に
お
い
て
、
個
別
の
問
題
の
中
で
扱
わ
れ

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
は
⽝
日
本
霊
異
記
⽞（
以
下
⽝
霊
異
記
⽞）
下
─
三
九
の
嵯
峨
の
説
話
を
扱
っ
た
研
究
が
多
く
、

⽝
霊
異
記
⽞
の
編
纂
の
問
題
や
当
時
の
社
会
的
背
景
と
の
関
係
に
お
い
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
⚘
）。
ま
た
、
後
白
河
の
前
世
説
話
も
、
三
十
三

間
堂
創
建
説
話
の
研
究
に
お
い
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
⚙
）。
し
か
し
な
が
ら
、
前
世
説
話
自
体
の
内
容
を
掘
り
下
げ
た
研
究
は
少
な
く
、
複

数
人
の
前
世
説
話
を
扱
っ
た
研
究
も
ほ
と
ん
ど
な
い
（
10
）。

そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
前
世
説
話
が
複
数
展
開
し
て
い
る
院
政
期
に
注
目
し
、
こ
の
時
期
に
み
ら
れ
る
前
世
説
話
の
内
容
を
分
析
し
た
上

で
、
同
時
期
に
天
皇
の
往
生
や
仏
教
的
な
罪
に
関
す
る
言
説
が
み
ら
れ
る
こ
と
と
も
関
係
さ
せ
つ
つ
、
院
政
期
の
天
皇
前
世
説
話
の
存
在
意

義
を
検
討
し
た
い
。

一
、
聖
武
天
皇
の
前
世
説
話

ま
ず
は
、
聖
武
天
皇
（
七
〇
一
─
五
六
、
在
位
七
二
四
─
四
九
）
の
前
世
説
話
を
と
り
あ
げ
た
い
。
こ
こ
で
あ
え
て
聖
武
と
仏
教
の
関
係

を
確
認
し
て
お
け
ば
、
そ
の
即
位
後
に
、
政
治
的
混
乱
、
疫
病
流
行
や
凶
作
な
ど
に
見
舞
わ
れ
た
後
、
国
分
寺
の
建
立
に
よ
る
国
土
の
外
護
、

盧
舎
那
大
仏
造
像
に
よ
る
秩
序
安
定
化
が
目
指
さ
れ
、
仏
教
に
よ
る
救
済
を
求
め
た
（
11
）。
ま
た
、
盧
舎
那
大
仏
に
対
し
て
自
ら
を
⽛
三
宝
乃
奴
⽜

と
称
し
（⽝
続
日
本
紀
⽞
天
平
勝
宝
元
年
四
月
一
日
条
）、⽛
沙
弥
勝
満
⽜
と
も
名
乗
っ
た
（⽝
続
日
本
紀
⽞
天
平
勝
宝
元
年
閏
五
月
二
〇
日
条
）

と
さ
れ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
仏
教
と
の
関
係
が
深
い
天
皇
で
あ
る
が
、
そ
の
聖
武
に
は
、
一
二
世
紀
前
半
の
成
立
と
さ
れ
る
⽝
扶
桑
略
記
⽞

（
以
下
⽝
扶
桑
⽞）
の
天
平
一
五
年
一
〇
月
一
五
日
条
に
、
次
の
よ
う
な
前
世
説
話
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
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世
伝
云
、
天
皇
夢
見
、
師
僧
良
弁
者
、
先
生
震
旦
修
行
者
也
。
為
レ
求
二
仏
教
一
向
二
舎
衛
国
一
、
欲
レ
渡
二
流
沙
一
。
依
レ
无
二
功
銭
一
、
数
月

逗
留
。
天
皇
者
、
是
先
身
流
沙
之
船
師
也
。
不
レ
顧
二
功
銭
一
、
済
二
渡
於
求
法
僧
一
已
畢
。
尓
時
、
求
法
沙
門
為
レ
報
二
船
師
温
情
一
発
願
。

其
今
日
済
渡
之
力
、
来
世
可
レ
生
二
国
王
之
身
一
。
由
二
其
宿
願
一
、
今
生
二
日
本
国
王
一
。
良
弁
奏
曰
、
草
二
創
大
仏
一
、
応
レ
資
二
後
世
一
。

天
皇
依
レ
教
、
建
二
東
大
寺
一
云
々
。

と
い
う
内
容
で
、
こ
こ
で
は
聖
武
の
前
世
を
震
旦
（
古
代
中
国
の
別
称
）
の
流
沙
の
船
師
と
し
て
い
る
。
そ
の
船
師
は
良
弁
の
前
世
の
修
行

者
を
無
銭
で
渡
し
、
そ
の
恩
に
報
い
た
修
行
者
の
発
願
に
よ
っ
て
聖
武
に
転
生
し
た
と
す
る
。
最
後
に
は
良
弁
の
奏
上
に
よ
っ
て
大
仏
と
東

大
寺
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

聖
武
と
良
弁
は
、
と
も
に
平
安
時
代
末
に
東
大
寺
の
⽛
四
聖
⼧
（
12
）

の
一
人
と
さ
れ
た
。
両
者
は
説
話
に
お
い
て
も
、
そ
の
関
係
が
語
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
、
特
に
⽝
霊
異
記
⽞
中
─
二
一
や
⽝
今
昔
物
語
集
⽞（
以
下
⽝
今
昔
⽞）
一
七
─
四
九
な
ど
で
は
、
良
弁
の
本
尊
と
し
て
い
た
執

金
剛
神
像
の
霊
験
を
聖
武
が
感
じ
て
出
家
を
許
可
し
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。⽝
霊
異
記
⽞
の
説
話
で
は
、
良
弁
の
四
事
（
衣
、
飲
食
、
臥

具
、
医
薬
）
に
不
足
が
な
い
よ
う
に
修
行
を
支
援
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
発
展
し
て
、
両
者
に
は
前
世
か
ら
の
因
縁
が
あ
っ
た
と

す
る
説
話
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
る
。

次
に
聖
武
の
前
世
と
さ
れ
る
人
物
に
つ
い
て
注
目
し
た
い
。
こ
の
⽝
扶
桑
⽞
説
話
以
前
に
は
、⽝
霊
異
記
⽞
上
─
五
に
聖
徳
太
子
が
聖
武
に

転
生
し
た
と
い
う
記
述
（
13
）が
あ
る
。⽝
扶
桑
⽞
と
同
じ
く
一
二
世
紀
前
半
の
成
立
と
さ
れ
る
⽝
東
大
寺
要
録
⽞（
以
下
⽝
要
録
⽞）
二
に
も
、⽛
私

云
⽜
と
し
て
⽛
聖
武
天
皇
者
、
聖
徳
太
子
之
後
身
。
救
世
観
音
之
垂
迹
也
⽜
と
あ
り
、
聖
徳
太
子
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
い
う
説
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
太
子
が
聖
武
の
前
身
で
あ
る
と
い
う
説
（
14
）に
関
し
て
は
改
め
て
検
討
を
要
す
る
が
、
先
の
⽝
扶
桑
⽞
説
話
で
は
聖
武
の
前
世
は
⽛
流
沙
之

船
師
⽜
と
さ
れ
て
お
り
、
言
う
ま
で
も
な
く
聖
徳
太
子
と
比
べ
る
と
よ
り
一
般
的
な
人
物
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

⽝
扶
桑
⽞
説
話
は
⽝
要
録
⽞
二
に
類
話
が
み
ら
れ
る
。

又
口
伝
云
、
良
弁
僧
正
奏
二
聖
武
天
皇
一
云
、
皇
帝
者
前
生
之
時
、
流
沙
渡
子
也
。
良
弁
其
時
為
二
修
行
僧
一
。
而
修
行
僧
将
レ
渡
二
流
沙
一
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至
二
舎
衛
国
一
。
無
二
其
功
銭
一
空
経
二
年
月
一
徒
歎
息
矣
。
渡
子
云
、
①
不
レ
得
二
功
銭
一
速
可
レ
渡
。
只
修
二
善
根
一
可
レ
祈
二
後
生
一
。
語
了

渡
二
舎
衛
国
一
。
由
レ
之
為
レ
報
二
彼
恩
一
、
可
レ
成
二
人
王
一
之
由
、
所
二
祈
請
一
也
。
所
以
天
皇
受
二
生
於
此
国
一
。
良
弁
又
依
二
本
縁
一
同

生
二
日
本
一
。
②
若
王
運
尽
後
可
レ
招
二
悪
趣
生
一
。
爰
天
皇
勅
二
僧
正
一
云
、
若
爾
後
生
将
二
何
如
一
。
良
弁
奏
云
、
修
二
固
功
徳
一
可
レ
免
二

当
苦
一
。
因
レ
之
建
二
立
東
大
寺
一
奉
レ
鋳
二
大
仏
一
。
而
此
国
無
レ
金
歎
レ
不
二
塗
錺
一
。
③
天
皇
夢
見
二
高
僧
一
。
来
告
云
、
水
辺
勝
地
立
レ

寺
、
修
レ
法
自
然
出
来
。
即
由
二
夢
告
一
立
レ
寺
。
修
法
之
間
、
従
二
陸
奥
国
一
貢
二
黄
金
一
。
即
寺
者
石
山
也
。
勅
遣
二
行
基
良
弁
一
所
二
創

建
一
也
。

こ
こ
で
も
、
聖
武
と
良
弁
の
前
世
の
設
定
や
両
者
の
因
縁
は
⽝
扶
桑
⽞
説
話
と
同
じ
と
い
え
る
。⽝
扶
桑
⽞
と
⽝
要
録
⽞
は
ほ
ぼ
同
時
期
の
史

料
で
あ
る
た
め
、
両
説
話
の
継
承
関
係
な
ど
は
に
わ
か
に
判
断
し
難
い
。
し
か
し
、
内
容
的
に
は
⽝
要
録
⽞
説
話
の
方
が
膨
張
し
て
い
る
。

⽝
扶
桑
⽞
説
話
に
み
ら
れ
な
い
要
素
は
、
①
船
師
の
語
り
、
②
聖
武
と
良
弁
の
問
答
、
③
石
山
寺
創
建
と
陸
奥
国
か
ら
の
黄
金
献
上
の
四
つ
で

あ
る
（
15
）。

こ
こ
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
前
世
を
語
る
説
話
に
続
く
②
の
問
答
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
も
し
も
王
と
し
て
の
運
命
が
尽
き
れ
ば
悪
趣

に
生
ま
れ
る
こ
と
を
招
く
だ
ろ
う
、
と
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
聖
武
が
自
身
の
来
世
に
つ
い
て
良
弁
に
問
い
、
良
弁
が
⽛
固
く
功
徳
を
修

し
て
苦
を
免
れ
る
の
が
よ
い
⽜
と
回
答
し
た
も
の
で
あ
る
。⽛
悪
趣
⽜
と
い
う
の
は
、
六
道
の
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
の
こ
と
で
、
中
で
も
特
に

地
獄
の
こ
と
を
い
う
こ
と
が
あ
る
。
後
述
の
通
り
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
醍
醐
天
皇
の
堕
地
獄
説
話
が
展
開
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
地
獄
の
こ

と
を
指
し
て
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
王
と
し
て
の
運
命
が
尽
き
れ
ば
人
道
よ
り
も
下
位
の
世
界
に
転
ず
る
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
説
話
で
は
、
良
弁
の
⽛
修
二
固
功
徳
一
可
レ
免
二
当
苦
一
⽜
と
い
う
助
言
に
基
づ
い
て
、
聖
武
は
東
大
寺
と
大
仏
建

立
を
行
っ
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
の
⽝
扶
桑
⽞
説
話
に
も
⽛
良
弁
奏
曰
。
草
二
創
大
仏
一
。
応
レ
資
二
後
世
一
⽜
と
あ
っ
て
、
対
応
す
る

部
分
が
あ
る
が
、⽝
要
録
⽞
説
話
で
は
、
よ
り
明
確
に
聖
武
が
来
世
を
案
じ
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。

二
つ
の
聖
武
の
前
世
説
話
で
は
、
前
世
の
人
物
設
定
や
聖
武
が
来
世
を
案
じ
る
姿
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
天
皇
も
一
人
の
人
間
と
し
て
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輪
廻
の
中
に
と
り
こ
め
ら
れ
た
存
在
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
聖
武
は
、
前
世
に
修
行
者
の
報
恩
の
願
に
よ
っ
て
現
世
に

天
皇
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
天
皇
で
あ
り
な
が
ら
来
世
の
不
安
を
感
じ
、
良
弁
の
助
言
に
よ
り
東
大
寺
と
大
仏
の
建
立
を
行
っ
て
い
る
。

実
際
の
⽛
大
仏
造
立
の
詔
⽜
で
は
、⽛
朕
以
二
薄
徳
一
恭
承
二
大
位
一
。
志
存
二
兼
済
一
勤
撫
二
人
物
一
。
雖
三
率
土
之
浜
已
霑
二
仁
怨
一
。
而
普
天
之

下
。
未
レ
洽
二
法
恩
一
。
誠
欲
下
頼
二
三
宝
之
威
霊
一
。
乾
坤
相
泰
。
脩
二
万
代
之
福
業
一
。
動
植
咸
栄
上
⼧
（
16
）

と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
救
う
た

め
に
人
に
も
物
に
も
つ
と
め
て
慈
し
み
を
か
け
て
き
た
が
、
未
だ
に
天
下
に
あ
ま
ね
く
仏
法
の
恩
が
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
な
い
の
で
、
仏
教
の

力
に
よ
っ
て
、
天
地
の
安
泰
と
万
代
の
事
業
の
成
就
や
天
下
の
衆
生
の
繁
栄
の
た
め
に
大
仏
造
立
を
行
う
と
あ
る
。
し
か
し
話
の
中
で
は
あ

る
が
、⽝
扶
桑
⽞
説
話
や
⽝
要
録
⽞
説
話
で
は
、
大
仏
造
立
の
理
由
に
関
し
て
、
詔
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
護
国
の
た
め
と
い
う
こ
と
は
語
ら
れ

て
い
な
い
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
天
皇
個
人
の
来
世
に
資
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
院
政
期
は
、
天
皇
も
上
皇
（
院
）

と
な
っ
た
後
に
は
私
的
な
来
世
信
仰
を
基
礎
と
し
て
出
家
し
て
い
た
（
17
）。
天
皇
が
一
人
の
人
間
と
し
て
来
世
を
案
ず
る
姿
に
は
、
院
政
期
の
天

皇
と
仏
教
の
関
係
も
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

な
お
、
聖
武
と
良
弁
の
前
世
を
震
旦
の
船
師
と
修
行
者
と
す
る
説
は
、
一
二
世
紀
半
ば
の
⽝
七
大
寺
巡
礼
私
記
⽞
と
鎌
倉
時
代
初
期
の
⽝
僧

綱
補
任
抄
出
⽞
な
ど
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
内
容
的
に
は
、⽝
扶
桑
⽞
説
話
と
⽝
七
大
寺
巡
礼
私
記
⽞
の
所
伝
、⽝
要
録
⽞

説
話
と
⽝
僧
綱
補
任
抄
出
⽞
の
所
伝
が
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
伝
承
関
係
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

二
、
清
和
天
皇
の
前
世
説
話

前
章
で
は
、
一
二
世
紀
に
み
ら
れ
る
聖
武
天
皇
の
前
世
説
話
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
本
節
で
は
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
み
ら
れ
る
清
和

天
皇
（
八
五
〇
─
八
〇
、
在
位
八
五
八
─
七
六
）
の
前
世
説
話
（
18
）を
検
討
す
る
。
清
和
に
関
し
て
も
後
述
の
通
り
、
在
世
中
の
仏
教
と
の
関
係

が
注
目
さ
れ
る
天
皇
で
あ
る
。
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清
和
の
前
世
説
話
は
、
説
話
集
で
は
⽝
江
談
抄
⽞、⽝
宝
物
集
⽞、⽝
古
事
談
⼩
（
19
）

に
み
ら
れ
、
い
ず
れ
も
同
話
・
類
話
関
係
に
あ
る
。
内
容
と

し
て
は
、⽝
江
談
抄
⽞
と
⽝
古
事
談
⽞
の
説
話
が
ほ
ぼ
同
文
で
、⽝
宝
物
集
⽞
の
説
話
が
そ
れ
と
比
べ
て
多
少
異
な
る
要
素
が
み
ら
れ
る
。
ま

ず
は
、
時
代
的
に
先
行
す
る
⽝
江
談
抄
⽞（
一
二
世
紀
初
頭
成
立
、
一
一
一
一
年
が
下
限
）
の
前
世
説
話
を
引
用
す
る
。
な
お
、
古
本
系
で
あ

る
醍
醐
寺
三
宝
院
本
（⽝
水
言
鈔
⽞）
と
類
聚
本
（
20
）に
み
ら
れ
る
説
話
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
の
で
、⽝
江
談
抄
⽞
説
話
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
次
に

引
用
す
る
類
聚
本
の
文
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。⽝
江
談
抄
⽞
三
に
は
、

清
和
太
上
天
皇
、
先
身
は
僧
為
り
。
件
の
僧
、
内
供
奉
十
禅
師
を
望
む
。
深
草
天
皇
は
補
せ
し
め
ん
と
欲
ひ
た
ま
ふ
。
し
か
る
に
善
男

奏
し
て
も
つ
て
停
む
。
件
の
僧
、
悪
心
を
発
し
法
華
経
三
千
部
を
読
み
奉
る
。
願
に
云
は
く
、⽛
千
部
の
功
力
を
も
つ
て
、
当
生
に
よ
ろ

し
く
帝
王
と
為
る
べ
し
。
千
部
の
功
力
を
も
つ
て
、
善
男
の
た
め
に
そ
の
妨
げ
を
成
す
べ
し
。
残
り
の
千
部
の
功
力
を
も
つ
て
、
ま
さ

に
妄
執
を
蕩
し
て
苦
を
離
れ
道
を
得
べ
し
⽜
と
。
こ
の
僧
、
命
終
し
て
幾
程
も
な
く
、
清
和
天
皇
誕
生
し
た
ま
ふ
。
童
稚
の
齢
為
り
と

い
へ
ど
も
、
先
世
の
宿
縁
に
依
り
、
事
に
触
れ
て
善
男
を
悪
ま
し
め
た
ま
ふ
。
善
男
そ
の
気
色
を
見
て
修
験
の
僧
を
語
ら
ひ
得
て
、
如

意
輪
法
を
修
せ
し
む
。
よ
り
て
す
な
は
ち
寵
を
成
せ
り
。
し
か
れ
ど
も
宿
業
の
答
ふ
る
と
こ
ろ
、
事
に
坐
し
て
罪
に
至
る
。

と
い
う
よ
う
に
、
清
和
の
前
世
は
内
供
奉
十
禅
師
を
望
ん
だ
僧
で
、
そ
の
補
任
を
伴
善
男
に
阻
ま
れ
た
こ
と
に
⽛
悪
心
⽜
を
起
こ
し
、
法
華

経
読
誦
の
功
徳
に
よ
っ
て
転
生
し
た
と
す
る
。
先
述
の
と
お
り
、
こ
の
説
話
は
鎌
倉
時
代
初
期
の
説
話
集
で
あ
る
⽝
古
事
談
⽞
二
に
も
ほ
ぼ

同
文
で
み
ら
れ
る
。

次
に
⽝
宝
物
集
⽞（
一
一
七
九
年
以
後
数
年
間
で
の
成
立
）
の
前
世
説
話
を
確
認
す
る
。⽝
江
談
抄
⽞
説
話
と
⽝
宝
物
集
⽞
説
話
の
内
容
を

比
べ
る
と
、
基
本
的
な
構
成
は
同
じ
だ
が
変
化
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
ま
た
、
前
世
説
話
の
後
に
は
清
和
の
仏
道
修
行
の
様
が
語
ら
れ
る
。

た
だ
、⽝
宝
物
集
⽞
は
周
知
の
通
り
伝
本
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
や
構
成
が
大
き
く
異
な
り
、
著
者
平
康
頼
が
最
初
に
書
い
た
の
は
一
巻
本
と
さ

れ
る
。
康
頼
は
、
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
（
21
）、
第
二
種
七
巻
本
（
22
）（
以
下
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
七
巻
本
は
第
二
種
を
指
す
）
の
順
に
増
補
し
た

と
さ
れ
る
（
23
）。
清
和
の
前
世
説
話
も
伝
本
に
よ
り
相
違
が
み
ら
れ
る
。
三
巻
本
⽝
宝
物
集
⽞
下
に
は
、
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又
人
王
五
十
四
代
仁
明
天
王
ノ
御
時
ニ
ヤ
、
叡
山
ノ
西
坂
本
ニ
貴
僧
有
リ
キ
。
法
華
経
三
千
部
ヲ
読
誦
シ
奉
リ
タ
リ
ケ
ル
カ
。
御
門
ニ

モ
イ
ミ
シ
キ
御
覚
ヘ
有
リ
ケ
レ
ハ
、
何
事
ニ
テ
モ
有
レ
、
所
望
申
サ
ン
コ
ト
ヲ
叶
ヘ
ン
ト
仰
有
リ
ケ
ル
ニ
、
此
僧
申
ケ
ル
ハ
、
我
ヲ
僧

正
ニ
ナ
サ
セ
給
ヘ
ト
申
ケ
リ
。
御
門
既
ニ
ナ
サ
セ
給
ヘ
キ
ニ
テ
有
リ
ケ
ル
ヲ
、
大
（
臣
脱
カ
）
ノ
申
サ
レ
ケ
ル
ハ
、
僧
正
ナ
ン
ト
ハ
サ

ス
カ
ニ
イ
ミ
シ
キ
人
ノ
公
達
コ
ソ
成
給
ヘ
キ
ニ
テ
候
ヘ
。
彼
僧
ハ
雖
貴
ト
、
凡
下
ノ
者
也
ト
テ
申
止
テ
ケ
リ
。
是
ヲ
彼
僧
口
惜
キ
事
ニ

思
イ
ケ
レ
ハ
、
我
速
ニ
ヒ
死
（
セ
）
ン
ト
云
誓
ヲ
起
シ
テ
云
、
我
年
来
法
華
経
ヲ
読
誦
シ
奉
ル
事
既
ニ
三
千
部
也
。
此
経
一
千
部
ノ
力

ニ
依
、
日
本
国
ノ
王
ト
生
。
今
一
千
部
ノ
力
ニ
依
テ
ハ
、
彼
大
臣
ノ
未
タ
此
世
ニ
ア
ラ
ン
時
怨
ヲ
成
ン
。
今
一
千
部
ハ
我
終
ニ
仏
道
ヲ

成
ン
ト
願
ヲ
起
ツ
シ
テ
、
此
三
ニ
分
テ
廻
向
シ
テ
終
ニ
死
ケ
リ
。
其
後
我
朝
ノ
国
王
ト
生
レ
タ
リ
キ
。
清
和
天
王
是
也
キ
。
又
彼
大
臣

ノ
年
八
十
有
余
ノ
人
ニ
テ
有
ケ
ル
カ
、
先
世
ノ
宿
意
也
ケ
レ
ハ
、
御
キ
ソ
ク
悪
キ
コ
ト
ニ
テ
、
伊
豆
ノ
国
ヘ
流
シ
遣
ニ
ケ
リ
。
或
説
ニ

ハ
菅
根
ノ
大
臣
ト
イ
ヘ
リ
。

と
あ
っ
て
、
清
和
の
前
世
は
西
坂
本
の
貴
僧
で
、
仁
明
天
皇
に
目
を
か
け
ら
れ
て
お
り
、
僧
正
の
位
を
望
ん
だ
も
の
の
、⽛
大
臣
⽜
に
阻
ま
れ

た
と
い
う
。
そ
れ
に
対
す
る
怨
み
を
契
機
と
し
て
願
を
た
て
、
法
華
経
の
功
徳
を
廻
向
し
て
清
和
に
転
生
し
た
と
す
る
。

こ
の
直
後
に
⽛
又
其
後
御
門
未
タ
若
ク
ヲ
ワ
シ
マ
シ
ケ
レ
ト
モ
、
道
心
ヲ
発
シ
御
出
家
有
テ
、
水
尾
ト
云
処
ニ
籠
リ
居
サ
セ
給
ヌ
。
イ
ミ

シ
ク
行
ナ
ヒ
ス
マ
サ
セ
給
ヒ
ケ
リ
⽜
と
、
出
家
後
に
水
尾
で
清
和
が
修
行
し
た
様
が
語
ら
れ
る
。⽝
日
本
三
代
実
録
⽞（
以
下
⽝
三
実
⽞）
元
慶

四
年
一
二
月
四
日
条
の
清
和
の
崩
伝
に
は
、
譲
位
後
の
修
行
の
様
子
が
語
ら
れ
て
い
る
た
め
、
前
世
説
話
の
後
の
記
述
は
、
清
和
の
在
世
時

の
活
動
が
反
映
さ
れ
た
記
述
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
七
巻
本
⽝
宝
物
集
⽞
七
で
は
、

文
徳
天
皇
の
御
時
、
法
花
経
三
千
部
よ
み
た
る
沙
門
、
内
供
奉
を
申
。
大
納
言
伴
善
男
、
是
を
う
け
ず
し
て
申
と
め
つ
。
沙
門
、
悪
念

を
お
こ
し
て
、⽛
三
千
部
の
経
を
三
つ
に
わ
け
て
、
一
千
部
を
も
て
は
国
王
と
む
ま
れ
、
一
千
部
が
力
を
も
て
は
伴
大
納
言
を
罰
し
、
一

千
部
が
力
に
て
難
行
苦
行
し
て
、
後
世
の
資
粮
に
せ
ん
⽜
と
ち
か
ひ
て
う
せ
ぬ
。
願
力
た
が
ふ
事
な
し
。
清
和
天
皇
と
む
ま
れ
て
、
伴
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大
納
言
を
伊
豆
の
国
へ
な
が
し
つ
か
は
す
。

と
な
っ
て
お
り
、
前
世
の
僧
は
法
華
経
を
三
千
部
読
ん
だ
僧
と
さ
れ
、
時
代
は
文
徳
天
皇
の
時
代
だ
と
い
う
。
内
供
奉
十
禅
師
職
を
望
ん
だ

が
、
善
男
に
任
命
を
阻
止
さ
れ
、
怨
み
を
発
し
た
こ
と
が
転
生
の
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
七
巻
本
に
お
い
て
も
こ
の
直
後
に
、⽛
さ
て
後
に
、

丹
波
国
水
の
尾
と
云
ふ
所
に
こ
も
り
ゐ
て
、
難
行
苦
行
し
給
ひ
き
。
悪
念
を
も
て
廻
向
す
る
、
猶
し
、
た
が
ふ
事
な
し
。
い
は
ん
や
、
往
生

極
楽
の
た
め
に
廻
向
せ
ん
人
、
た
が
ふ
事
あ
る
べ
か
ら
ず
⽜
と
い
う
清
和
の
修
行
の
様
が
語
ら
れ
る
。

ま
た
、
第
一
種
七
巻
本
（
元
禄
本
）
に
も
清
和
の
前
世
説
話
が
み
ら
れ
る
が
、
内
容
は
三
巻
本
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
前
世
の
僧
の
要
求
を

⽛
内
供
奉
⽜、
大
臣
を
⽛
大
臣
大
納
言
伴
善
男
⽜
と
す
る
よ
う
に
、
細
部
に
は
第
二
種
七
巻
本
の
要
素
も
み
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
清
和
の
前
世
説
話
を
生
ん
だ
要
因
は
何
で
あ
ろ
う
か
。⽝
古
事
談
⽞
の
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
注
に
よ
れ
ば
、⽛
ま
ず
は
、

源
信
、
次
い
で
良
房
と
い
う
清
和
に
近
い
者
は
対
立
し
、
こ
れ
が
、
清
和
が
善
男
を
悪
み
、
前
生
に
敵
で
あ
っ
た
説
話
を
生
ん
だ
⼧
（
24
）

と
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
清
和
と
善
男
を
と
り
ま
く
人
間
関
係
が
一
つ
の
要
因
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
善
男
が
流
罪
と
な
っ
た
際
の
事
情
も
要
因
で

あ
っ
た
と
考
え
る
。⽝
三
実
⽞
の
元
慶
四
年
一
二
月
四
日
条
に
よ
れ
ば
、
応
天
門
の
変
の
罪
に
問
わ
れ
た
善
男
父
子
は
承
伏
し
な
か
っ
た
が
、

⽛
天
皇
執
二
持
刑
理
一
、
終
不
二
実
仮
一
。
善
男
父
子
、
及
他
相
坐
者
数
人
皆
従
二
配
流
一
⽜
と
し
て
、
清
和
の
裁
断
に
よ
っ
て
、
応
天
門
の
変
の

嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た
善
男
父
子
以
下
の
者
た
ち
は
、
流
罪
に
従
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
清
和
の
善
男
へ
の
裁
断
を
称
え
て
⽛
聖
仁
者
必

勇
。
盖
是
之
謂
歟
⽜
と
し
て
い
る
。
こ
の
文
中
の
⽛
勇
⽜
に
は
、
清
和
の
裁
断
は
衆
目
が
一
致
し
て
納
得
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
の

意
が
含
ま
れ
て
い
る
（
25
）と
の
解
釈
に
従
っ
て
、
善
男
が
流
罪
に
処
さ
れ
た
こ
と
の
理
由
を
、
前
世
か
ら
の
因
縁
と
し
て
理
解
す
る
者
が
い
た
の

で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
他
に
は
、
清
和
が
三
人
の
兄
を
超
え
て
幼
年
で
即
位
し
た
と
い
う
特
殊
な
即
位
事
情
も
、
前
世
説
話
が
作
ら
れ

た
こ
と
に
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

清
和
の
前
世
に
設
定
さ
れ
た
人
物
に
つ
い
て
は
、⽝
江
談
抄
⽞
説
話
で
は
内
供
奉
十
禅
師
を
望
ん
だ
僧
、⽝
宝
物
集
⽞
で
は
、
三
巻
本
は
僧

正
を
望
ん
だ
西
坂
本
の
貴
僧
、
七
巻
本
は
内
供
奉
を
望
ん
だ
沙
門
と
す
る
。
内
供
奉
十
禅
師
と
は
、
内
裏
に
供
奉
し
天
皇
な
ど
の
身
体
護
持
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に
当
る
職
務
で
天
台
僧
と
の
関
係
が
密
接
で
あ
っ
た
（
26
）。
僧
正
は
、
仏
教
界
を
統
括
す
る
僧
綱
の
最
上
位
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
の
説
話
も
、
善

男
に
よ
り
望
ん
だ
職
や
地
位
に
就
く
こ
と
を
阻
ま
れ
て
い
る
。
内
供
奉
十
禅
師
を
望
ん
だ
こ
と
に
注
目
す
れ
ば
、
そ
の
職
務
内
容
か
ら
推
測

す
る
に
、
僧
と
し
て
あ
る
程
度
の
験
力
を
有
す
る
人
物
に
設
定
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
善
男
に
は
任
命
を
阻
ま
れ
た
が
、⽛
深
草

天
皇
は
補
せ
し
め
ん
と
欲
ひ
た
ま
ふ
⽜
と
あ
り
、
天
皇
か
ら
は
容
認
さ
れ
て
い
る
。
阻
ま
れ
た
理
由
は
、
単
な
る
僧
の
力
量
不
足
と
は
さ
れ

て
い
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
た
め
、
聖
武
の
⽝
扶
桑
⽞・⽝
要
録
⽞
説
話
と
同
様
に
そ
の
名
も
分
か
ら
な
い
人
物
に
は
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
清
和
の
前
世
は
並
み
の
僧
と
は
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
。

し
か
し
、
こ
の
僧
が
天
皇
に
転
生
す
る
願
を
起
こ
し
た
契
機
は
、
善
男
に
対
す
る
⽛
悪
心
⽜（⽛
怨
⽜・⽛
悪
念
⽜）
を
発
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
法
華
経
の
功
徳
に
よ
る
善
男
へ
の
復
讐
を
誓
い
、
清
和
と
な
っ
て
そ
の
宿
願
を
果
た
し
た
の
で
あ
っ
た
。
清
和
の
前
世
説
話
か
ら

は
、
一
二
世
紀
に
お
い
て
、
天
皇
と
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
⽛
悪
心
⽜
に
よ
る
執
着
心
を
も
そ
の
一
要
因
と
し
て
語
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
後
に
僧
に
お
い
て
は
、
天
皇
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
⽛
す
み
や
か
に
成
仏
す
べ
か
り
し
を
、
よ
し
な
き
妄
念

を
起
こ
し
て
、
一
度
人
界
の
生
を
う
け
、
帝
王
の
位
に
い
た
り
て
⼧
（
27
）

と
し
て
、
速
や
か
に
成
仏
す
べ
き
だ
っ
た
と
こ
ろ
を
、⽛
つ
ま
ら
な
い
執

着
心
⽜
を
起
こ
し
た
が
た
め
に
、
再
び
人
間
世
界
に
生
ま
れ
て
天
皇
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
表
現
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
一
二
世
紀

以
降
に
は
、
仏
教
的
に
は
好
ま
し
く
な
い
執
着
心
が
天
皇
と
な
っ
た
理
由
と
し
て
明
確
に
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

こ
こ
で
仏
教
に
お
い
て
、
王
と
し
て
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
意
味
付
け
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
れ
ば
、
正
法
を
も
っ
て
衆

生
を
導
く
王
を
転
輪
聖
王
（
金
輪
聖
王
）
と
讃
え
、
そ
の
王
は
前
世
で
十
善
（
殺
生
、
盗
み
、
邪
淫
、
嘘
、
両
舌
、
悪
口
、
綺
語
、
貪
欲
、

瞋
恚
、
邪
見
の
十
悪
を
し
な
い
こ
と
）
の
行
い
を
し
た
た
め
、
そ
の
功
徳
に
よ
り
こ
の
世
で
王
と
な
っ
た
と
説
明
さ
れ
る
（
28
）。
こ
の
思
想
が
日

本
に
お
い
て
も
、
天
皇
を
⽛
金
輪
聖
王
⽜
や
⽛
十
善
の
君
⽜
と
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
お
り
、
天
皇
の
前
世
説
話
も
こ
の
よ
う
な
十
善
の
思

想
が
根
本
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
29
）。⽝
菩
薩
瓔
珞
本
業
經
⽞
下
・⽛
釈
義
品
⽜
に
は
、

是
人
復
行
十
善
、
若
一
劫
二
劫
三
劫
修
十
信
、
受
六
天
果
報
。
上
善
有
三
品
。
上
品
鉄
輪
王
化
一
天
下
、
中
品
粟
散
王
、
下
品
人
中
王
、
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具
足
一
切
煩
悩
集
無
量
善
業
亦
退
亦
出
。
若
値
善
知
識
学
仏
法
、
若
一
劫
二
劫
方
入
住
位
（
30
）。

と
あ
り
、
前
世
に
十
善
を
上
品
に
行
え
ば
鉄
輪
王
、
中
品
に
行
え
ば
粟
散
王
、
下
品
に
行
え
ば
人
中
の
王
と
な
る
と
す
る
。
し
か
し
、
一
切

の
煩
悩
と
無
量
の
善
業
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
行
い
に
よ
っ
て
は
退
と
も
な
る
し
、
出
を
得
る
こ
と
が
あ
る
。
も
し
善
知
識
に
出
会
え
ば
、

仏
法
を
学
ん
で
一
劫
二
劫
と
い
う
時
間
の
う
ち
に
菩
薩
の
住
位
に
入
る
と
す
る
。
つ
ま
り
仏
教
の
世
界
で
は
、
王
は
前
世
の
功
徳
に
よ
っ
て

現
世
で
そ
の
地
位
に
つ
い
て
い
る
が
、
そ
の
現
世
で
の
行
い
に
よ
っ
て
は
異
な
る
果
報
を
受
け
得
る
と
さ
れ
て
お
り
、
あ
く
ま
で
輪
廻
の
中

の
一
衆
生
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
ま
で
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
院
政
期
に
み
ら
れ
る
天
皇
の
前
世
説
話
で
は
、
前
世
の
功
徳
の
み
が
強
調
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が

み
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
前
世
が
決
し
て
特
別
な
人
物
で
は
な
く
、
転
生
の
き
っ
か
け
は
⽛
悪
心
⽜
を
抱
い
た
こ
と
と
さ
れ
た
り
、
現
世
で

は
天
皇
と
な
り
な
が
ら
も
来
世
を
案
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
語
ら
れ
て
お
り
、
前
世
説
話
に
み
ら
れ
る
天
皇
像
は
、⽝
菩
薩
瓔
珞
本
業
經
⽞
に

み
ら
れ
る
十
善
の
思
想
と
合
致
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
検
討
し
た
前
世
説
話
に
お
い
て
、
天
皇
は
輪
廻
の
中
の
一
衆
生
と
し
て
語

ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
次
章
で
は
院
政
期
に
前
世
説
話
が
展
開
し
て
い
る
意
義
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

三
、
天
皇
へ
の
言
説
の
展
開

前
章
ま
で
に
み
た
前
世
説
話
が
存
在
す
る
意
義
を
検
討
す
る
た
め
に
、
院
政
期
は
、
天
皇
の
前
世
の
み
で
な
く
来
世
や
罪
業
の
問
題
ま
で

も
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を
利
用
し
つ
つ
触
れ
て
お
き
た
い
。
一
一
世
紀
の
成
立
と
さ
れ
る
⽝
道
賢
上
人
冥
途
記
⼩
（
31
）

で

は
、
醍
醐
天
皇
が
地
獄
で
苦
を
受
け
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
醍
醐
は
堕
地
獄
の
理
由
を

我
父
法
王
令
二
険
路
歩
行
心
神
困
苦
一
。
其
罪
一
也
。
予
居
二
高
殿
一
、
令
下
聖
父
坐
二
下
地
一
焦
心
落
涙
上
。
其
罪
二
也
。
賢
臣
無
レ
辜
誤

流
。
其
罪
三
也
。
久
貪
二
国
位
一
得
レ
怨
害
レ
法
。
其
罪
四
也
。
令
三
自
怨
敵
害
二
他
衆
生
一
。
其
罪
五
也
。
是
五
為
レ
本
。
余
罪
枝
葉
無
量
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也
。

と
い
い
、
堕
地
獄
の
要
因
と
し
て
主
と
な
る
五
つ
の
罪
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
ず
父
の
宇
多
法
皇
に
対
し
て
の
罪
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
、
険
路
を

歩
か
せ
て
心
を
苦
し
め
困
ら
せ
た
罪
と
、
地
面
に
座
ら
せ
て
涙
を
流
さ
せ
た
罪
で
あ
る
。
三
つ
目
は
賢
臣
（
菅
原
道
真
）
を
罪
無
く
流
罪
と

し
た
罪
、
四
つ
目
は
永
く
天
皇
の
位
を
貪
っ
た
罪
、
五
つ
目
は
醍
醐
自
身
の
怨
敵
（
道
真
）
に
よ
っ
て
他
者
が
害
さ
れ
た
罪
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
罪
が
本
と
な
っ
て
醍
醐
は
地
獄
に
堕
ち
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
こ
の
説
話
で
は
、
天
皇
と
い
え
ど
も
現
世
に
お
い
て
仏
教
的
な
罪
を
つ

く
れ
ば
、
因
果
と
輪
廻
の
理
法
に
よ
っ
て
容
赦
な
く
悪
果
を
受
け
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
天
皇
の
罪
業
と
い
う
問
題
に
関
し
て
は
、
早
く
は
先
に
も
触
れ
た
⽝
三
実
⽞
元
慶
四
年
一
二
月
四
日
条
の
清
和
上
皇
崩
伝
に
⽛
六

時
苦
修
。
焦
毀
如
レ
削
、
断
二
除
業
累
一
。
禅
念
逾
劇
、
恒
厭
二
此
身
一
⽜
と
あ
り
、
清
和
が
自
身
の
悪
業
の
積
み
重
ね
（⽛
業
累
⽜）
を
意
識
し

て
い
た
か
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

た
だ
し
醍
醐
の
堕
地
獄
説
に
関
し
て
い
え
ば
、
天
慶
四
年
（
九
四
一
）
当
時
の
諸
記
録
に
は
、
朝
廷
が
醍
醐
の
堕
地
獄
に
対
す
る
救
済
策

を
打
ち
出
し
た
形
跡
は
な
い
（
32
）と
さ
れ
て
お
り
、
天
皇
が
地
獄
に
堕
ち
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
語
ら
れ
始
め
た
当
初
か
ら
普
遍
的
な
思
想

で
あ
っ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
後
、
一
二
世
紀
以
降
に
は
⽝
宝
物
集
⽞
や
⽝
十
訓
抄
⽞
に
も
醍
醐
の
堕
地
獄
説
話
が

み
ら
れ
、⽝
道
賢
上
人
冥
途
記
⽞
で
は
大
半
を
占
め
て
い
た
道
真
に
関
す
る
記
述
は
削
ら
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
醍
醐
は
、
地
獄
を

訪
れ
た
日
蔵
に
⽛
冥
途
に
は
罪
な
き
を
も
つ
て
あ
る
じ
と
す
。
上
人
わ
れ
を
う
や
ま
ふ
事
な
か
れ
⼧
（
33
）

と
告
げ
て
お
り
、
一
衆
生
と
し
て
地
獄

で
苦
し
む
姿
が
語
ら
れ
て
い
る
。
醍
醐
の
堕
地
獄
説
話
の
説
話
集
へ
の
展
開
を
考
え
れ
ば
、
天
皇
の
罪
業
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
一
般

的
に
な
る
の
は
、
一
二
世
紀
以
降
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
一
二
世
紀
は
天
皇
の
往
生
も
語
ら
れ
る
時
代
で
あ
っ
た
。
吉
原
浩
人
氏
に
よ
れ
ば
、⽝
続
本
朝
往
生
伝
⽞
以
降
、
院
政
期
か
ら
天
皇

の
往
生
や
罪
障
を
論
ず
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
ま
た
、⽝
後
拾
遺
往
生
伝
⽞
で
は
、
清
和
天
皇
伝
が
下
巻
の
冒
頭
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
天
皇
が
他
の
人
間
と
同
列
に
扱
わ
れ
、
天
皇
の
往
生
を
論
ず
る
こ
と
が
一
般
化
し
て
い
た
と
い
う
（
34
）。
天
皇
の
往
生
伝
を
最
初
に
収
録
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し
た
、
大
江
匡
房
の
⽝
続
本
朝
往
生
伝
⽞
は
、
往
生
人
の
没
年
の
最
下
限
と
匡
房
の
没
年
か
ら
考
え
れ
ば
、
一
一
〇
一
年
か
ら
一
一
一
一
年

と
み
ら
れ
る
。
往
生
伝
で
は
な
い
が
、
同
時
期
の
⽝
中
右
記
⽞
嘉
承
三
年
（
一
一
〇
八
）
正
月
二
七
日
条
に
も
堀
河
天
皇
往
生
の
記
事
が
あ

る
。
ま
た
、
一
二
世
紀
半
ば
の
成
立
と
さ
れ
る
⽝
七
大
寺
巡
礼
私
記
⽞
に
も
⽛
古
老
伝
云
⽜
と
し
て
、
称
徳
天
皇
が
兜
率
天
に
往
生
し
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
以
前
に
も
、
天
皇
の
往
生
に
関
す
る
記
事
は
あ
っ
た
。
早
く
に
は
ま
た
も
⽝
三
実
⽞
の
清
和
の
崩
伝
で
あ
る
が
、
そ
の
臨
終
の
時

の
様
子
が
、⽛
命
二
近
侍
僧
等
一
、
誦
二
金
剛
輪
陁
羅
尼
一
。
正
向
二
西
方
一
、
結
跏
趺
坐
、
手
作
二
結
定
印
一
、
而
崩
。
宸
儀
不
レ
動
、
儼
然
若
レ
生
。

念
珠
猶
懸
、
在
二
於
御
手
一
⽜
と
さ
れ
、
こ
れ
は
一
二
世
紀
の
⽝
後
拾
遺
往
生
伝
⽞
の
清
和
伝
に
も
ほ
ぼ
同
文
で
存
在
す
る
。
臨
終
に
誦
さ
れ

た
の
は
陀
羅
尼
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
諸
行
往
生
的
な
行
為
と
理
解
す
れ
ば
、
西
方
を
向
き
臨
終
し
た
と
あ
る
の
で
、
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
浄
土

へ
の
往
生
を
願
っ
た
と
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、⽝
続
本
朝
往
生
伝
⽞
の
一
条
天
皇
と
後
三
条
天
皇
の
伝
と
比
べ
れ
ば
、
往
生
し
た
か
ど
う
か

を
明
確
に
は
し
て
い
な
い
感
が
あ
る
。
一
条
は
⽛
あ
に
浄
刹
に
往
生
し
た
ま
は
ざ
ら
む
や
⽜、
後
三
条
は
⽛
こ
れ
仙
院
の
往
生
の
相
な
り
⽜
と

語
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
往
生
し
た
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
⽝
三
実
⽞
の
清
和
の
崩
伝
は
、⽝
往
生
要
集
⽞
や
、⽝
日
本
往
生
極
楽
記
⽞
を
は
じ
め
と
す
る
往
生
伝
類
の
成
立
以
前
の
時
代
で
あ
る

の
で
、
そ
の
往
生
が
明
確
に
語
ら
れ
な
か
っ
た
要
因
を
天
皇
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
に
は
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
清
和
の
崩
伝
の

後
に
は
、
一
一
世
紀
前
半
の
⽝
楞
厳
院
二
十
五
三
昧
結
集
過
去
帳
⽞
に
も
、
花
山
天
皇
が
往
生
し
た
こ
と
を
匂
わ
せ
る
記
述
が
あ
る
が
、
そ

こ
で
も
花
山
の
死
後
の
往
生
に
つ
い
て
は
明
確
に
語
ら
れ
て
い
な
い
と
さ
れ
る
（
35
）。
や
は
り
、
天
皇
の
往
生
は
一
二
世
紀
初
頭
か
ら
明
確
に
語

ら
れ
始
め
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

説
話
の
問
題
で
い
え
ば
、
一
二
世
紀
前
半
の
説
話
集
で
あ
る
⽝
今
昔
⽞
に
お
い
て
も
、
欠
巻
と
な
っ
て
い
る
巻
二
一
は
、
本
来
天
皇
を
中

心
と
し
た
巻
が
予
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（
36
）。
そ
れ
ま
で
説
話
に
お
い
て
天
皇
は
、⽛
○
○
天
皇
の
時
代
⽜
と
い
っ
た
形
で
扱
わ
れ
る
こ
と
が
通

例
で
、
天
皇
自
身
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
が
、
院
政
期
の
説
話
集
に
お
い
て
天
皇
を
主
題
と
す
る
巻
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が
構
想
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
天
皇
の
罪
業
や
往
生
、
そ
し
て
本
稿
で
注
目
し
た
前
世
へ
の
語
り
な
ど
、
種
々
の
天
皇
説
話
の
展
開
と
の

関
係
で
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
二
世
紀
を
中
心
と
す
る
、
前
世
説
話
を
含
め
た
天
皇
へ
の
様
々
な
言
説
の
展
開
に
は
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
吉
原
浩
人
氏
は
、
天
皇
の
往
生
伝
の
出
現
と
院
政
期
の
天
皇
観
の
変
化
に
つ
い
て
軌
を
一
に
す
る
現
象
と
し
、
院
政
期
か
ら
天
皇
の
往

生
や
罪
障
へ
の
明
確
な
語
り
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
37
）。

確
か
に
、
中
世
移
行
期
に
天
皇
権
威
が
変
化
し
た
こ
と
は
諸
研
究
が
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
本
稿
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
注
目

す
べ
き
は
、
天
皇
の
脱
神
秘
化
や
⽛
神
か
ら
人
へ
⽜
と
い
っ
た
変
化
を
重
視
す
る
視
点
で
あ
る
。

脱
神
秘
化
や
⽛
神
か
ら
人
へ
⽜
な
ど
と
い
う
図
式
は
、
天
皇
の
宗
教
的
権
威
の
変
化
を
論
じ
る
際
の
一
つ
の
視
点
と
な
っ
て
い
る
が
、
早

く
か
ら
こ
の
よ
う
な
視
点
で
天
皇
権
威
の
変
化
に
つ
い
て
述
べ
た
の
は
、
佐
藤
弘
夫
氏
に
よ
れ
ば
、
石
井
進
氏
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
38
）。
石
井

氏
は
院
政
期
に
院
や
天
皇
個
人
の
タ
ブ
ー
か
ら
の
解
放
が
は
じ
ま
っ
た
と
し
て
、
天
皇
や
院
へ
の
仮
借
な
い
批
判
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘

し
、⽛
神
か
ら
人
⽜
へ
と
転
化
し
た
と
い
う
論
を
明
示
し
て
い
る
（
39
）。
ま
た
、
佐
藤
弘
夫
氏
に
お
い
て
は
、
中
世
社
会
へ
の
移
行
過
程
で
天
皇
の

地
位
の
脱
神
秘
化
が
進
行
し
、
神
の
範
疇
を
離
れ
て
一
個
の
人
間
と
し
て
把
握
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
中
世
の
天
皇
は
よ
り
高
次
の
存
在
に

よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
二
次
的
権
威
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
（
40
）。
堀
裕
氏
も
佐
藤
氏
の
論
を
承
け
て
、
九
世
紀
以
降
の
護
持
僧
な
ど
に
よ
る
天
皇

の
身
体
へ
の
仏
教
の
影
響
を
指
摘
し
、そ
れ
が
聖
な
る
肉
体
を
持
つ
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
天
皇
と
、個
人
と
し
て
生
に
苦
悩
す
る
天
皇
を
徐
々

に
分
離
さ
せ
た
と
し
て
い
る
（
41
）。

石
井
氏
や
佐
藤
氏
な
ど
の
研
究
に
従
え
ば
、
吉
原
氏
の
指
摘
す
る
と
お
り
、
中
世
移
行
期
に
天
皇
の
宗
教
的
権
威
が
変
化
し
た
こ
と
で
、

天
皇
個
人
に
対
す
る
様
々
な
語
り
が
可
能
と
な
り
、
天
皇
の
往
生
・
罪
・
前
世
に
関
す
る
言
説
が
展
開
し
た
と
い
え
よ
う
。
で
は
、
天
皇
の

宗
教
的
権
威
が
変
化
し
た
中
世
移
行
期
と
は
具
体
的
に
は
い
つ
な
の
か
。
先
に
あ
げ
た
研
究
で
は
、
堀
氏
が
九
世
紀
を
権
威
変
化
の
開
始
時

期
と
し
て
い
る
が
、
佐
藤
氏
と
石
井
氏
は
具
体
的
な
年
代
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
な
お
そ
の
画
期
と
な
る
時
期
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
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あ
る
と
思
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
検
討
し
た
前
世
説
話
を
利
用
し
た
い
。
一
二
世
紀
に
み
ら
れ
る
天
皇
の
前
世
説
話
で
は
、前
世
が
特
別
な
人
物
で
は
な
く
、

執
着
心
が
転
生
の
契
機
と
さ
れ
た
り
、
前
世
の
徳
に
よ
っ
て
天
皇
と
な
っ
た
現
世
に
お
い
て
も
来
世
を
案
ず
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
た
。
そ

し
て
、
同
じ
一
二
世
紀
は
天
皇
の
往
生
や
罪
業
に
つ
い
て
も
明
確
に
語
ら
れ
る
時
代
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
天
皇
の
前
世
、
往
生
、
罪
業
に
関
す
る
説
話
が
展
開
す
る
一
二
世
紀
こ
そ
、
脱
神
秘
化
等
の
天
皇
の
宗
教
的
権
威
の
変
化
が
確

実
と
な
っ
た
時
期
と
考
え
る
。
そ
の
こ
と
を
示
す
一
つ
の
事
象
と
し
て
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
天
皇
の
往
生
や
罪
に
対
す
る
言
説
な
ど
と

共
に
、
院
政
期
の
天
皇
前
世
説
話
の
存
在
を
意
義
付
け
た
い
。

お
わ
り
に

天
皇
の
前
世
説
話
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
に
も
、
宇
多
、
花
山
、
後
白
河
、
四
条
に
つ
い
て
の
説
話
が
展
開
す
る
。
し
か
し
前
世
説
話
に
限

定
し
た
こ
と
で
は
な
く
、
鎌
倉
時
代
以
降
、
種
々
の
天
皇
へ
の
言
説
が
展
開
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
⽝
古
事
談
⽞
に
は
、⽛
王
道
后

宮
⽜
と
い
う
天
皇
家
を
主
題
と
す
る
巻
を
先
頭
に
配
置
し
、
そ
こ
で
は
冒
頭
の
称
徳
天
皇
説
話
の
よ
う
な
憚
り
の
な
い
説
話
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
在
位
中
の
天
皇
や
院
そ
の
も
の
が
超
越
的
な
力
に
よ
っ
て
失
脚
に
追
い
込
ま
れ
る
と
い
っ
た
説
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
（
42
）。

そ
れ
は
、
天
皇
個
人
を
ど
の
よ
う
に
語
っ
た
と
し
て
も
、
天
皇
と
い
う
地
位
の
権
威
に
は
影
響
し
な
い
（
43
）と
い
う
状
態
に
な
っ
て
い
た
た
め
で

あ
ろ
う
。
本
稿
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
そ
の
画
期
は
一
二
世
紀
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
本
稿
で
は
、
院
政
期
に
み
ら
れ
る
天
皇
の
前
世
説
話
を
主
題
と
し
て
、
そ
の
内
容
分
析
と
存
在
意
義
の
検
討
を
行
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
古
代
か
ら
中
世
へ
の
移
行
期
に
お
け
る
国
家
・
天
皇
と
仏
教
の
関
係
に
つ
い
て
は
、⽛
方
今
王
法
仏
法
相
双
、
譬
如
二
車
二
輪
鳥
二

翼
一
⼧
（
44
）

と
い
う
文
言
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
政
治
権
力
と
寺
社
勢
力
の
関
係
が
唱
え
ら
れ
て
お
り
、
律
令
制
の
崩
壊
に
伴
う
経
済
的
危
機
に
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直
面
し
た
寺
社
勢
力
が
唱
え
は
じ
め
た
相
互
依
存
の
主
張
を
政
治
権
力
側
も
受
け
入
れ
て
い
た
（
45
）と
い
う
、
言
説
の
主
体
と
客
体
の
関
係
が

あ
っ
た
。
同
じ
く
仏
教
思
想
が
関
わ
る
天
皇
の
前
世
説
話
に
つ
い
て
も
、何
か
し
ら
の
政
治
的
社
会
的
機
能
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、

そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
た
の
か
、
な
ど
と
い
う
こ
と
は
今
後
の
課
題
に
な
り
得
る
と
考
え
て
い
る
。

注

（
⚑
）
古
代
の
天
皇
に
つ
い
て
は
、
山
尾
幸
久
⽛
古
代
天
皇
制
の
成
立
⽜（
後
藤
靖
編
⽝
天
皇
制
と
民
衆
⽞
所
収
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
六
年
）、

大
津
透
ほ
か
編
⽝
古
代
天
皇
制
を
考
え
る
⽞
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
な
ど
参
照
。

（
⚒
）
醍
醐
天
皇
の
堕
地
獄
に
つ
い
て
は
、
村
山
修
一
⽝
本
地
垂
迹
⽞（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
）、
村
上
学
⽛
日
蔵
の
地
獄
巡
り
⽜（⽝
国
文
学
解
釈

と
鑑
賞
⽞
五
五
─
八
、
一
九
九
〇
年
八
月
）、
義
江
影
夫
⽝
神
仏
習
合
⽞（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）、
山
本
五
月
⽛⽝
道
賢
上
人
冥
途
記
⽞
に
見
る
道

真
像
⽜（⽝
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
⽞
六
七
─
四
、
二
〇
〇
二
年
四
月
）、
河
音
能
平
⽝
天
神
信
仰
の
成
立
⽞（
塙
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
。
天
皇
の
往

生
に
つ
い
て
は
、
西
口
順
子
⽛⽛
天
皇
の
往
生
⽜
お
ぼ
え
が
き
⽜（
同
⽝
平
安
時
代
の
寺
院
と
民
衆
⽞
所
収
、
法
藏
館
、
二
〇
〇
四
年
、
初
出
一
九
八
八

年
）、
吉
原
浩
人
⽛
日
本
往
生
極
楽
記
と
院
政
期
往
生
伝
⽜（
本
田
義
憲
ほ
か
編
⽝
説
話
集
の
世
界
⽞
Ⅰ
〈
古
代
〉
勉
誠
社
、
一
九
九
二
年
）、
田
中
徳

定
⽛
白
河
上
皇
の
往
生
⽜（⽝
駒
沢
国
文
⽞
三
一
、
一
九
九
四
年
二
月
）
な
ど
。

（
⚓
）
⽝
霊
異
記
⽞
下
─
三
九
、⽝
日
本
文
徳
天
皇
実
録
⽞
嘉
祥
三
年
五
月
五
日
条
。

（
⚔
）
⽝
三
僧
記
類
聚
⽞
七
（⽝
大
日
本
史
料
⽞
承
平
元
年
七
月
一
九
日
条
所
引
）。

（
⚕
）
⽝
古
事
談
⽞
六
。

（
⚖
）
⽝
雑
談
集
⽞
一
〇
、⽝
吉
口
伝
⽞
な
ど
。

（
⚗
）
⽝
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
裏
書
⽞、⽝
増
鏡
⽞
四
。

（
⚘
）
⽝
霊
異
記
⽞
下
─
三
九
の
内
容
分
析
は
、
小
泉
道
⽛
石
鎚
山
の
寂
仙
の
話
を
め
ぐ
っ
て
⽜（⽝
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
文
学
科
篇
⽞
一
、
一
九
六

八
年
）
に
詳
し
い
。⽝
霊
異
記
⽞
の
編
纂
の
問
題
に
お
い
て
は
、
原
田
行
造
⽛
日
本
霊
異
記
最
終
末
部
の
構
想
と
景
戒
の
意
図
⽜（
同
⽝
日
本
霊
異
記
の



― 101 ―

（
四
〇
）

― 100 ―

北海学園大学人文論集 第 71 号(2021 年⚘月)院政期の天皇前世説話について（伊藤）

新
研
究
⽞
所
収
、
桜
楓
社
、
一
九
八
四
年
、
初
出
一
九
六
八
年
）、
朝
枝
善
輝
⽛
日
本
霊
異
記
に
み
ら
れ
る
聖
君
問
答
の
意
義
⽜（⽝
龍
谷
大
学
仏
教
文

化
研
究
所
紀
要
⽞
一
六
、
一
九
七
七
年
六
月
）、
長
谷
部
将
司
⽛
私
撰
史
書
と
し
て
の
⽝
霊
異
記
⽞⽜（
根
本
誠
二
・
サ
ム
エ
ル
・
Ｃ
・
モ
ー
ス
編
⽝
奈

良
仏
教
と
在
地
社
会
⽞
所
収
、
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
社
会
的
背
景
と
の
関
係
か
ら
は
、
勝
浦
令
子
⽛
称
徳

天
皇
の
⽛
仏
教
と
王
権
⽜⽜（
同
⽝
日
本
古
代
の
僧
尼
と
社
会
⽞
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
九
七
年
）、
秋
吉
正
博
⽛
高
僧
の
桓

武
天
皇
皇
子
転
生
⽜（⽝
奈
良
仏
教
と
在
地
社
会
⽞
所
収
、
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）、
久
禮
旦
雄
⽛⽝
日
本
霊
異
記
⽞
に
お
け
る
僧
侶
転
生
譚
と
そ
の

背
景
⽜（
京
都
仏
教
説
話
研
究
会
編
⽝
説
話
の
中
の
僧
た
ち
⽞
所
収
、
新
典
社
、
二
〇
一
六
年
）
な
ど
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
⚙
）
阿
部
泰
郎
⽛
唱
導
と
王
権
⽜（
水
原
一
編
⽝
伝
承
の
古
層
⽞
所
収
、
桜
楓
社
、
一
九
九
一
年
）、
同
⽛
熊
野
詣
考
⽜（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

編
⽝
日
本
文
化
と
宗
教
⽞
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
六
年
）、
中
前
正
志
⽛
熊
野
の
髑
髏
と
柳
⽜（⽝
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
⽞
四

四
─
八
、
一
九
九
九
年
七
月
）
な
ど
。

（
10
）
佐
藤
弘
夫
氏
は
、
中
世
に
聖
武
、
清
和
、
花
山
、
後
白
河
、
四
条
の
前
世
説
話
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
佐
藤
弘
夫
⽛
中
世
の

天
皇
と
仏
教
⽜〈
同
⽝
神
・
仏
・
王
権
の
中
世
⽞
所
収
、
法
藏
館
、
一
九
九
八
年
、
初
出
一
九
九
四
年
〉）。

（
11
）
鈴
木
景
二
⽛
律
令
国
家
と
神
祇
・
仏
教
⽜（
大
津
透
ほ
か
編
⽝
岩
波
講
座
日
本
歴
史
⽞〈
古
代
⚓
〉
所
収
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）。

（
12
）
平
安
末
期
に
形
成
さ
れ
た
、
菩
提
僊
那
・
行
基
・
聖
武
・
良
弁
と
い
う
東
大
寺
建
立
に
関
わ
っ
た
四
人
を
そ
れ
ぞ
れ
、
普
賢
・
文
殊
・
観
音
・
弥

勒
菩
薩
の
化
身
と
す
る
概
念
。
久
野
修
義
氏
に
よ
れ
ば
、
東
大
寺
が
一
二
世
紀
半
ば
に
生
み
出
し
た
、
俗
界
の
政
治
権
力
の
力
と
仏
教
世
界
の
論
理

双
方
の
粉
飾
に
よ
る
、
中
世
寺
院
と
し
て
の
所
領
支
配
の
実
現
へ
の
志
向
や
焼
き
打
ち
か
ら
の
復
興
の
中
で
登
場
し
た
も
の
だ
と
い
う
（
久
野
修
義

⽛
中
世
東
大
寺
と
聖
武
天
皇
⽜〈⽝
仏
教
史
学
研
究
⽞
三
四
─
一
、
一
九
九
一
年
七
月
〉）。

（
13
）
仏
教
説
話
で
は
転
生
の
原
因
を
過
去
世
に
お
け
る
業
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
⽝
霊
異
記
⽞
上
─
五
に
お
い
て
、
太
子
は
聖
武
へ
の

転
生
を
予
言
し
て
聖
武
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
予
言
は
大
部
屋
栖
野
古
が
見
た
死
後
の
世
界
に
お
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、
太
子
在
世
時

の
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
単
な
る
転
生
と
い
う
よ
り
も
、
太
子
と
い
う
仏
菩
薩
に
近
い
存
在
が
現
世
に
化
身
と
し
て
現
れ
た
と
い
う
意
味
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
改
め
て
検
討
し
た
い
。

（
14
）
追
塩
千
尋
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
⽛
太
子
後
身
説
⽜
の
萌
芽
は
九
世
紀
か
ら
み
ら
れ
、⽝
霊
異
記
⽞
上
─
五
は
そ
の
早
い
例
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
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後
に
は
知
識
人
や
為
政
者
た
ち
が
太
子
の
後
身
で
あ
る
こ
と
を
自
ら
強
調
し
た
り
世
間
か
ら
そ
う
思
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
盛
ん
に
な
る
と
す
る

（
追
塩
千
尋
⽛
古
代
・
中
世
に
お
け
る
太
子
信
仰
の
性
格
⽜〈
同
⽝
日
本
中
世
の
説
話
と
仏
教
⽞
所
収
、
和
泉
書
院
、
一
九
九
九
年
、
初
出
一
九
七
三

年
〉）。

（
15
）
③
に
つ
い
て
は
、⽝
三
法
絵
⽞
下
⽛
東
大
寺
千
花
会
⽜
や
⽝
今
昔
⽞
一
一
─
一
三
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
陸
奥
国
の
黄
金
出
土
と
石
山
寺
創
建
説

話
の
一
種
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
16
）
⽝
続
日
本
紀
⽞
天
平
一
五
年
一
〇
月
一
五
日
条
。

（
17
）
三
橋
正
⽛
日
本
宗
教
史
上
に
お
け
る
院
政
期
の
位
置
─
中
世
的
宗
教
の
形
成
─
⽜（
同
⽝
平
安
時
代
の
信
仰
と
宗
教
儀
礼
⽞
所
収
、
続
群
書
類
従

完
成
会
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
九
六
年
）。

（
18
）
説
話
集
以
外
に
も
、⽝
伴
氏
系
図
⽞
の
善
男
の
項
に
⽛
家
伝
説
曰
⽜
と
す
る
類
話
が
あ
り
、
院
政
期
で
は
な
い
が
、
日
法
の
⽝
聖
人
之
御
法
門
聴

聞
分
集
⽞
に
も
前
世
の
僧
が
⽛
清
能
⽜
と
名
付
け
ら
れ
て
語
ら
れ
て
い
る
。

（
19
）
⽝
古
事
談
⽞
は
、
川
端
善
明
・
荒
木
浩
校
注
⽝
古
事
談

続
古
事
談
⽞〈
新
日
本
古
典
文
学
大
系
四
一
〉（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）
を
使
用
。

（
20
）
類
聚
本
⽝
江
談
抄
⽞
は
、
山
根
對
助
ほ
か
校
注
⽝
江
談
抄

中
外
抄

富
家
語
⽞〈
新
日
本
古
典
文
学
大
系
三
二
〉（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）

を
使
用
。

（
21
）
三
巻
本
は
、⽝
続
群
書
類
従
⽞
三
二
所
収
の
⽝
康
頼
宝
物
集
⽞
を
使
用
。

（
22
）
第
二
種
七
巻
本
⽝
宝
物
集
⽞
は
、
小
泉
弘
ほ
か
校
注
⽝
宝
物
集

閑
居
友

比
良
山
古
人
霊
託
⽞〈
新
日
本
古
典
文
学
大
系
四
〇
〉（
岩
波
書
店
、

一
九
九
三
年
）
を
使
用
。

（
23
）
⽝
宝
物
集
⽞
の
伝
本
に
つ
い
て
は
、
小
泉
弘
編
⽝
宝
物
集

中
世
古
写
本
三
種
⽞（
古
典
文
庫
、
一
九
七
一
年
）、
小
泉
弘
ほ
か
校
注

注
（
22
）

の
書
の
⽛
宝
物
集

解
説
⽜、
山
田
昭
全
⽛⽝
宝
物
集
⽞
七
巻
本
の
成
立
⽜（
同
⽝
山
田
昭
全
著
集
⽞
第
二
巻
所
収
、
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
五
年
、
初
出

一
九
九
四
年
）
を
参
照
。

（
24
）
川
端
善
明
・
荒
木
浩
校
注

注
（
19
）
の
書
、
一
七
八
頁
、
注
四
。

（
25
）
追
塩
千
尋
⽛
清
和
上
皇
の
諸
寺
歴
覧
に
つ
い
て
⽜（⽝
北
海
学
園
大
学
人
文
論
集
⽞
六
五
、
二
〇
一
八
年
八
月
）。
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（
26
）
本
郷
真
紹
⽛
内
供
奉
十
禅
師
の
成
立
と
天
台
宗
⽜（
同
⽝
律
令
国
家
仏
教
の
研
究
⽞
所
収
、
法
藏
館
、
二
〇
〇
五
年
、
初
出
一
九
八
五
年
）。

（
27
）
⽝
増
鏡
⽞
四
。⽝
増
鏡
⽞
は
、
岩
佐
正
ほ
か
校
注
⽝
神
皇
正
統
記

増
鏡
⽞〈
日
本
古
典
文
学
大
系
八
七
〉（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）
を
使
用
。

（
28
）
大
隅
和
雄
⽛
総
論
─
因
果
と
輪
廻
を
め
ぐ
る
日
本
人
の
宗
教
意
識
⽜（
同
編
⽝
因
果
と
輪
廻
⽞〈
大
系
仏
教
と
日
本
人
⚔
〉
所
収
、
春
秋
社
、
一
九

八
六
年
）。

（
29
）
佐
藤
弘
夫
氏
は
、
中
世
に
天
皇
の
前
世
譚
が
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
、⽛
十
善
の
帝
王
説
⽜
が
知
れ
渡
っ
て
い
た
こ
と
の
表
れ
と
し
て
い
る
（
佐

藤
弘
夫

注
（
10
）
論
稿
）。

（
30
）
⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
⽞
二
四
、
一
四
八
五
頁
上
。

（
31
）
⽝
扶
桑
略
記
⽞
天
慶
四
年
三
月
条
所
引
。
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
竹
居
明
男
⽛⽝
道
賢
上
人
冥
途
記
⽞・⽝
日
蔵
夢
記
⽞
備
考
⽜（⽝
人
文
学
⽞
一
七

六
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
）
参
照
。

（
32
）
河
音
能
平

注
（
⚒
）
の
書
。

（
33
）
⽝
宝
物
集
⽞
二
。

（
34
）
吉
原
浩
人

注
（
⚒
）
論
稿
。

（
35
）
⽝
楞
厳
院
二
十
五
三
昧
結
集
過
去
帳
⽞
は
、
念
仏
結
社
で
あ
る
二
十
五
三
昧
会
の
会
衆
が
ほ
ぼ
没
年
順
に
記
さ
れ
て
お
り
、
伝
が
付
さ
れ
て
い
る

会
衆
に
つ
い
て
は
そ
の
往
生
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
種
の
往
生
伝
と
も
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
の
花
山
伝
で
は
、⽛
御

臨
終
之
事
難
レ
知
。
和
光
同
塵
、
形
迹
不
定
、
示
二
現
善
悪
一
。
凡
情
叵
レ
測
。
大
権
方
便
、
不
レ
可
二
軽
議
一
者
也
⽜
と
、
花
山
を
仮
に
こ
の
世
に
化
現

し
た
権
者
と
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
（
吉
原
浩
人

注
（
⚒
）
論
稿
）。

（
36
）
国
東
文
麿
⽛
今
昔
物
語
集
の
構
成
⽜（
同
⽝
今
昔
物
語
集
成
立
考
⽞〈
増
補
版
〉
所
収
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
七
八
年
、
初
出
一
九
六
二
年
）。

（
37
）
吉
原
浩
人

注
（
⚒
）
論
稿
。

（
38
）
佐
藤
弘
夫

注
（
10
）
論
稿
。

（
39
）
石
井
進
⽛
院
政
時
代
⽜（⽝
講
座
日
本
史
⽞
第
二
巻
所
収
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
〇
年
）。
な
お
天
皇
の
脱
神
秘
化
に
関
し
て
は
、
益
田
勝

美
氏
が
⽝
長
秋
記
⽞
や
⽝
侍
中
群
用
⽞
か
ら
、
鳥
羽
天
皇
以
降
に
天
皇
が
宝
剣
と
共
寝
し
な
く
な
っ
た
こ
と
や
、⽝
古
事
談
⽞
の
白
河
上
皇
が
内
裏
で
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中
宮
賢
子
を
看
取
っ
た
説
話
を
と
り
あ
げ
、
院
政
期
に
お
け
る
天
皇
の
神
秘
性
の
希
薄
化
を
論
じ
て
い
た
（
益
田
勝
美
⽛
日
知
り
の
裔
の
物
語
⽜〈
同

⽝
火
山
列
島
の
思
想
⽞
所
収
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
〉）。

（
40
）
佐
藤
弘
夫

注
（
10
）
論
稿
。
佐
藤
氏
は
中
世
へ
の
移
行
期
に
お
け
る
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
の
転
換
を
指
摘
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
一
つ
の
世
界
に

共
存
し
て
い
た
人
と
カ
ミ
が
二
つ
の
世
界
に
振
り
分
け
ら
れ
、
天
皇
は
高
度
な
宗
教
的
権
威
を
担
う
存
在
か
ら
は
峻
別
さ
れ
て
現
世
内
の
存
在
と
規

定
さ
れ
た
と
す
る
（
佐
藤
弘
夫
⽝
ア
マ
テ
ラ
ス
の
変
貌
⽞
法
藏
館
、
二
〇
〇
〇
年
。
同
⽛
中
世
⽛
仏
教
⽜
文
明
の
形
成
と
君
主
権
⽜〈
大
橋
一
章
ほ
か

編
⽝⽝
仏
教
⽞
文
明
の
受
容
と
君
主
権
の
構
築
⽞
所
収
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
〉）。

（
41
）
堀
裕
⽛
平
安
新
仏
教
と
東
ア
ジ
ア
⽜（
大
津
透
ほ
か
編
⽝
岩
波
講
座
日
本
歴
史
⽞〈
古
代
⚔
〉
所
収
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
）。

（
42
）
佐
藤
弘
夫

注
（
10
）
論
稿
。

（
43
）
上
島
享
⽛
中
世
王
権
の
創
出
と
院
政
⽜（
大
津
透
ほ
か
編

注
（
⚑
）
の
書
所
収
）。

（
44
）
天
喜
元
年
七
月
⽛
東
大
寺
茜
部
荘
司
住
人
等
解
⽜（⽝
平
安
遺
文
⽞
九
巻
、
七
〇
二
号
）。

（
45
）
速
水
侑
⽝
日
本
仏
教
史
⽞〈
古
代
〉
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
。




